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第13回ゴミパイプライン協議会 

 

会議名  ： ゴミパイプライン協議会   

開催日時  ：2017年9月30日（土） 10：00～12：00 

場所  ：芦屋市環境処理センター会議室  

参加者  

利用者の会より ：山口委員長、友田副委員長、大永委員、長谷委員、春木委員、三宅委員  

市より ：北川部長、森田課長、藪田主幹、尾川係長（司会進行）、林パイプライン担当  

傍聴者  ：12名 

 

○市 それでは、定刻になりましたので、始めさせていただきたいと思います。 

  環境施設課、尾川です。よろしくお願いします。 

  きょうは、長谷委員さんがちょっとおくれて来るという連絡がありましたので、先に

始めさせていただきます。 

  それでは、まず資料の確認ですけども、配付資料としまして、まず次第ですね。それ

で、次に資料１としまして、パイプライン運転報告、資料２としまして経費削減取り

組みの検証、資料３としまして、今後のパイプライン施設に関する提案の説明会の報

告、それとあと最後に１枚、カラーのやつですね。「地下ピットの利点」と書いている

資料になります。過不足ある方はいらっしゃいますでしょうか。 

  それでは、次第に沿って始めさせていただきたいと思います。 

  まず議題１、パイプライン運転報告についてということで、資料１となります。 

  環境施設課の林のほうから説明させていただきます。 

○市 おはようございます。芦屋市の林です。 

  議題１といたしまして、パイプライン運転報告で、前回の報告につきましては８月20

日までの報告でしたので、それ以降１カ月間で発生しましたトラブル等について報告

させていただきます。 

  まず、お手元のエクセルのファイルですね、パイプライン運転報告（トラブル等対応

記録）、こちらをご覧いただきまして、ちょっと説明させていただきます。 

  まず、表面のほうにシステム異常発報対応、裏面のほうに利用者からの連絡対応、こ

れは実際、利用者から環境施設課、また運転の委託業者さんに連絡があった分で、最

後にその下で巡回及び定期点検で発見された不具合点等の、この３点について報告さ

せていただきます。 
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  まず、表面のシステム異常発報について報告させていただきます。全て報告するのは

時間がかかりますので、幾つかピックアップさせていただきます。 

  今月に関しましては３回閉塞が発生しました。これらにつきましては、運転の委託業

者さんが、投入口の下のピット内での作業を行い解消されております。洗浄車等は呼

んでおりません。また、今回の閉塞につきましては、その対象の投入口のみでしたの

で、その他の投入口に波及していません。 

  まず表面のほうで、８月21日月曜日なんですけども、こちらは６時24分、センターブ

ロワ分離機で、これは圧力異常なんですけれども、これは朝の定時運転中に起こりま

した。運転中に閉塞が発生し、圧力が高くなり、異常でシステムが停止しました。こ

ちらにつきましても朝、運転業者さんが、そこの投入口に行きまして、ピット内のご

みを取り出したり、またごみが閉塞している場所が点検口から近かったこともありま

したので、入管をし、空気の通る穴をつくりまして、何とか運転を繰り返しして閉塞

を解消しております。 

  また、その他についてなんですけども、８月29日16時９分、８月30日９時14分、９月

３日22時32分、９月７日15時15分、この４件については、それぞれ新聞紙や猫砂や大

量の草木が残留していました。こういう場合は、業者が現場に行きまして、ドラム等

の正転や逆転を繰り返して解消させています。 

  また、作業内容につきましては、今回全数で15件あったんですけれども、そのうち７

件が中央でのモニター等での作業で解消したので、半分以上は現場に行かず対応して

います。 

  一番下のところですけれども、過去３年間の件数を比較したものを書いております。

平成27年度が15件、平成28年度が30件、平成29年度が15件。去年度の平成28年度に関

しましては、閉塞等が発生しておりましたので、増えております。 

  続きまして、裏面の、利用者からの連絡対応をごらんください。 

  こちらの件数に関しましては、全部で８件ございました。うち３件が、鍵が回りにく

い、固いという連絡、また、３件がバケットの詰まり等、１件が誤投入、もう一件が

その他として、取手が外れているという連絡があったんですけれども、実際行ってみ

たら取手は外れてなく、周囲の投入口も確認したんですけれども、そういったことは

ありませんでした。 

  こちらの誤投入について状況を確認したんですけれども、捨てようとした袋の中に必
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要なものが入っていて、それを間違えて投入したそうです。地下のドラムのところを

捜索し、全てではないんですけれども、一部市民の方に返却しております。 

  こちらのほうは、その下に３年間の件数を書かせてもらっています。こちらはちょっ

と波があるんですけども、27年度が１件、28年度が12件、29年度が８件となっており

ます。 

  最後に、巡回及び定期点検で発見された不具合点等につきまして、前のプロジェクタ

ーでも併せて報告させていただきます。また、先ほど説明させてもらった、今月につ

いては３件あったんですけど、そのうち残りの２件のほうも併せて報告させていただ

きます。 

  ８月28日、3031輸送管閉塞、またこちらのほうは巡回点検なんですけれども、システ

ムの異常の発報ではありませんでしたので、何人作業して、何分かかったというのは、

正確な時間はわかってませんので、大体の時間だけ報告させていただきます。 

  ８月28日ですけども、夕方ごろこちらの閉塞が確認されまして、翌日、29日火曜日16

時ごろ復旧しております。こちらも先ほど説明させてもらったとおり、ピット内に入

りまして、ごみを取り出したりほぐしたりして解消しております。 

  続きまして、８月31日、投入口番号が3149、マンションの投入口になります。 

  左手のところが閉塞箇所になります。こういった閉塞に関しましては原因というのは

ちょっとわからないんですけども、輸送管で吸引したときに、何か詰まったような感

じになります。これも点検口から近かったので、作業員が入りまして、先端部分のご

みを排除して通気運転をかけ解消させました。 

  右手のほうに写真を載せているんですけども、一部現場の方も驚いたごみがあったの

で。これも掲示はしているんですけれども、２リットルのペットボトルに水というか

液体が入ったものが投入されておりました。啓発といたしまして、掲示もさせていた

だいております。 

  続きまして、９月11日、投入口番号は3052です。こちらも点検中に確認されておりま

して、こういった瓶や土砂であるとか、ちょっと写真ではわかりにくいんですけども、

こちらも先ほどの3052の周囲の投入口に合わせて５カ所ほど掲示板に設置させていた

だいております。 

  最後に９月12日ですけれども、場所はこちら、南芦屋浜の海洋町になります。投入口

番号が33068。こちらのほうで水中ポンプですね、投入口の下は小さい部屋になってお
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りまして、雨が降ったりするとマンホールから水が入ったり、壁面からも水が入って

るということが確認されておりますので、投入口ピット下にはこういった水中ポンプ

が設置されております。これは排水するためのものですけども、ちょっとフレキのと

ころが破断しておりまして、これは交換予定になっております。 

  議題１に関しましてのパイプライン運転報告については以上になります。 

○市 ありがとうございました。 

  それでは、この議題１、パイプライン運転報告について何かございますでしょうか。 

○利用者の会 資料をありがとうございました。 

  前回お願いしたのは、このことを掲示板だけではなくて、それぞれの組織の理事長な

り自治会長さんに、きちっと文書で渡さないと徹底できないというお話をさせていた

だいたんですけど、それはどうでしょうか、今回。 

○市 今回につきましては、掲示板のみの対応としております。 

○利用者の会 利用者の会も、５日だったと思うんですけどありますので、このことはき

ちっとそれぞれの責任者の方にお話はしますけども、ぜひ市からもこういうことをや

っぱりその都度しないと、これは終わらないと思うんです。もう本当に追っかけっこ

になるんですけど、徹底しないといけないなと。 

  それともう一つは、去年は出したと思いますが、ワーストを出してほしいんですよ。

いつも同じ投入口が起こっているなら、それはやっぱり歯どめをかけていかないと終

わりませんので。今月もありました、次もありましたということであれば、そこはや

っぱり徹底的に私たちも何とか直さないと、本当に無駄なお金と無駄な時間がかかっ

ておりますので、ちょっと注意するだけなんですね。 

  特に、捨てる方は絶対に、私たちのこういう話し合いとかは聞いておりません。知っ

てる方はそういうことをしませんので、やっぱり徹底しなきゃいけないので、最低で

も何か、累積でいいですからワースト、今のところワースト１位はここですよと、こ

こはことしの１月から何回起こりましたとかね。そうすると、そこにまた私たちは行

くなり、市の方も自治会長さんに会うなりしてやらないと終わらないかなと思います。 

○利用者の会 今の件ですけれども、今後こういう形で写真も撮られるということであれ

ば、山口委員長は御多忙ですから、私、友田宛てに、友田のＥメールは御存じだと思

いますので、写真を送っていただきたいと思います。それで、私のほうからゴミパイ

プライン利用者の会として、当然、市からもまた連絡が行く、していただきたいと思
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いますけれども、そこの管理組合の理事長もしくは自治会長さんに、これは最近結構、

もうメールが、40団体ぐらいございますけれども、もう手間暇かかりませんから、そ

ういう形でメールで理事長様のほうに状況を報告させていただきたいと思いますので。 

  お願いは、今後発生したらもう遅滞なくそこの投入番号と、それから団地名ですね、

そこを、例えば私やったら高浜の７番とかそういうの投入口とか、わかりやすく、そ

のまま言っていただければ、私はその日のうちに理事長もしくはその方、もしくはメ

ールのないところは訪問してちゃんとお届けしますので、済みませんけど。 

  やっぱり今後、20年もたさないかんので、私どもも襟を正して使い方をやっていくと

思いますから、ぜひ友田宛てに写真あれはください。利用者の会として連絡はします。

それプラス、理事長様にも今後、話として、Ｅメールのアドレスを開示していいかど

うか、それを確認してから、オーケーであれば市役所のほうからもちょっと気をつけ

る、両方からお願いしたいと思いますので、よろしく。 

  以上です。 

○利用者の会 どうも御苦労さまです。利用者の春木です。よろしくお願いします。 

  毎月こういう資料を出していただいて、非常にありがたく思っているんですが、それ

にしても再発事例が毎月非常に多いなと。これだけ熱心に皆さんが活動されている中

で、非常に残念な思いをしています。新聞紙とか猫の砂やとか大量の草木やとか、い

ろんなことで再発しているということなんですが、１ページのどこを見ても、一番上

では作業員５人で510分もかかったと。普通やったら、これ、費用どれだけかかったん

かなと思うね。費用、余分に。 

  そやから、こういうふうなことも一番最初のときにも言わせていただいたんですが、

民間ではこれを金に換算するんですね、金に。これだけコストかかっているんやぞと。

で、今月はこれだけコストかかったんや、余分な費用かかったんやというようなこと

を、皆さん非常に熱心にやっている中で、例えばこのパイプラインに関係ない人たち、

議員さんやとか市長やとかがこういう現状を知られたら、それを思うと非常に心苦し

いというか、残念な思いをしています。したがって、こういう再発防止対策について

はいろんな意見あるんですけど、一度またワーキンググループででも議論したらどう

なんかなと思いますね。どうやってこの再発防止をやっていくんやというようなこと

をですね。 

  ２ページ目にしても、まだバケットの詰まりもちょっと起こっていますね。そやから、
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この辺もやっぱりまだ住民の皆さん、「何でや」というのを御存じやない部分もあるん

違うんかなという気もしていますし、ペットボトルにしてもそうですね。これらを集

めたら、自治会でもお金をもらえて非常にいいことなんですが、そういうことでぜひ

コストやとかその辺も含めてやっていただいて、できればワーキンググループででも

何か再発防止対策を議論したらどうかなと思っています。 

  住民起因のものが非常に多いんですが、この辺をできる限り再発防止を進めていって、

こういう余分な費用を減らしていくと、そういう活動をしてるんやと、一生懸命やっ

てるんやということも、議員さんやとか市のトップの人にも理解してもらえるように、

また実際に効果が出ていくようにぜひお願いしたいなと思います。 

  以上です。 

○市 それでは、よろしいでしょうか。 

  それでは、次の議題２、経費削減の取り組みの検証についてということで、尾川のほ

うから説明させていただきます。 

  資料２となります。 

  毎月の報告なんですけども、毎月同じことを説明していますので、３番の電力入札に

よるパイプラインに係る電気代削減額、ここだけを説明させていただきます。 

  ８月分ですが、芦屋市の環境処理センター全体では電気代が878万円という形になり

ます。これが去年度までの関西電力であると1,137万3,751円ということで259万円ほど

の削減になります。この中のパイプラインに係る分の電気代というところに特化して

考えますと、８月分の電気代は221万3,988円ということになります。これが去年度ま

での関西電力になりますと 337万6,486円ということで、削減金額としまして 116万

2,498円という形になります。 

  ４月から順調に毎月115万円、116万円前後の削減になります。合計としまして、４月

から８月で579万1,838円、順調に削減できております。 

  資料２、削減の取り組みの検証としては以上です。 

  何かございますでしょうか。 

○利用者の会 利用者の会の山口です。御苦労さまです。 

  私もこれだけできたのでうれしい限りなんですが、１つお聞きしたいんですけども、

使用電力量というのが８月は上がっています。当然、金額が下がるのはそれでうれし

い限りですが、やっぱり電力量も何とか下げることができないかということで、いろ
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んな検討をしていますけど、去年の８月と比べてこの量は多いんですか、少ないんで

すか。 

○市 去年よりは少し上がっております。原因というのも、ブロワの運転時間というとこ

ろに起因している可能性があります。あと、先ほど林から説明がありましたように、

通気運転という形で、トラブルがあって、それをほぐすためにブロワをかなり運転し

ておりますので、電力量のほうがどうしても上がっております。 

○利用者の会 今、それで電力量が上がったと言われましたけど、先ほどにつながるんや

けど、やっぱりロス、コスト、当然そういうことを解消するために、そういう大きな

600キロワットのファンを回してますし、そういう費用がそれに起因するのであれば、

それも含めてこんだけ費用かかってるんやとアピールすることも非常に大事やと思っ

ています。したがって、その辺また、できたらワーキンググループででも議論してと

いうことにつながっていくんですけど、ぜひその辺、住民の方に目に見えてわかるよ

うな損失、ぜひよろしくお願いしたいなと。ちょっと割り込んで済みません。 

○市 具体的な話をしますと、やっぱり今までブロワの運転時間を300分、５時間という

のは１つの目安、300分以内という形でやっていて、ワーキンググループのほうでもい

ろんな運転方法を変える、朝の時間に捨ててもらうだとかいろいろやってもらって、

かなりいい形で削減はできてきてたんですけども、どうしてもやっぱりトラブルがあ

って通気運転になると、例えばそれが340分であったり、せっかく、調子がええときは

220分とかいう形で、かなり少ない形でそれなりに、捨てられへんやないかという苦情

もなくうまいこといってたんですけども、やっぱり先ほどの何件かのあれですね、あ

れをほぐすためだとか、穴をあけて引っ張るためだとかいう形でやってると、その日

というのはどうしても300分をはるかに超えたような形になってしまってると。それが

積もり積もってという形で、ちょっと電力量はふえてるような形になって。 

  ただ、去年と比べて通常時のあれが減ってますので、ふえる幅としてはちょっと抑え

られてるという、効果としてはありますけども、そういう形で、それも数値化という

形で、ちょっとなかなか数値を金額に直すのは難しいですけども、通常が例えば250分

の運転であって、340分になるのであれば90分ブロワが余分に動いてるということで、

簡単に言うたら650キロワット掛ける1.5時間掛ける十何円という分ですね、それが１

日かかってしまうという形。だから、800の、そうですね、１万円近くという形になっ

てしまいます。 



－8－ 

○利用者の会 その辺、算定条件をある程度決めといて、それと当然、起動・停止を何回

も繰り返すことになるので、それ。 

○市 ちょっと起動・停止の金額はなかなか難しいですけど。 

○利用者の会 いやいや、それはもう算定条件で、やっぱりロス金額なんかも含めてどん

だけ被害をこうむってるんやいうのを、やっぱり住民とも共有すべきやと思う。 

○市 今年度は契約を変えることによって単価が下がっていますので、電気代は下がって

ますけども、電力量としては少し上がっております。 

○利用者の会 利用者の会の山口です。 

  ということは、まとめると、何とかその費用削減をしたいということで、入札制度で

下がると。それから、ブロワの運転時間をいろんな工夫してやろうということで、こ

れも多少は下がったと。ただし、私たちが原因で詰まらせた場合の、何というんです

かね、目で見えないコストといいますか、そういうものがプラスされてるんだと考え

られると思います。 

  それで１つ提案なんですけども、資料１で例えば一番上、この８月21日、作業員５人

で510分というのがありますけど、今、作業員の方で、人件費としては4,000万円ちょ

っとぐらいを年間払っていますので、それで恐らく１分当たりのコストって出ると思

うんですよ。だから、そこに備考ってありますので、じゃあ510分かかって幾らお金を

ここで使ったんやというのは出せると思うんですね。 

  ですから、私たちは外部にかかる費用ばっかり考えていたんですけど、実は内部にこ

うやってミスをする、これは利用者の原因でこういうトラブルがあったんだ、金額と

して、春木さんおっしゃるようにきちっと出さないとその後の対策が打てませんので、

よかったらその金額を、そんなに難しい計算じゃないと思いますので、幾らこれでか

かったんやという目で見える形にすると、これは手を打たないかんなということもわ

かってきますので、ぜひともそれをお願いします。 

○利用者の会 済みません、遅刻しまして申しわけございません。 

  せっかくなので、この資料なんですけど、もう１項目ふやしていただいて、使用電力

量という形をつくっていただければ、もう少しわかりやすいかなと思うんです。 

○市 使用電力量、入っています。 

○利用者の会 ごめんなさい、だから、去年と比較してという、そういう対比表をつくっ

ていただくと、これによっていかに効果があったかというのが一目でわかるというこ
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とで、そのほうがいいんじゃないかなと思います。 

  ほかにもちょっと追加してもらいたいデータがありますけど、その辺はちょっと春木

さんに任せて。 

○利用者の会 いや、言いたいことはわかるので。 

○利用者の会 いや、それやなかったら。 

  ここに工事請負費の削減いうのが入っていまして、その中に安価な補修方法の実験検

討中というのがあります。輸送管の補修費用いうのが非常に大きなところなんですが、

恐らく利用者の会の中にも、この関係でプロの方もおられると思うんですね。そやか

ら、その辺の意見なんかも参考あるいは取り上げていただいて、ぜひ今後とも輸送管

補修費用の低減については取り組んでいただきたいなと思っています。 

  工事の方法としては、現場いうかローカルでやるのか、それともセンターでやるのか

とか、その辺もあると思うんです。センターやったら、１系列、例えばフランジとフ

ランジの間を外してとか、やりやすい、それだけを考えればセンターのほうがやりや

すいなと。その部分、センターのほうが通る回数も多いですしね。まあ、この辺は実

際にやられてる方々で検討いただいたらええと思うんですが、ぜひその辺もまた聞い

ていただいて、進めていただきたいなと思うてますので、よろしくお願いします。 

○市 それではよろしいですかね。 

  議題３に進めさせていただきたいと思います。 

  今後のパイプラインに関する提案ということで、環境処理センターの藪田から説明さ

せていただきます。 

○市 環境施設課の藪田です。よろしくお願いします。 

  それでは、議題３です。今後のパイプラインに関する提案についてということで報告

をさせていただきたいと思います。 

  前回の協議会でご説明させていただきまして、いろいろなご意見がありました。反対

意見とかもございましたが、おおむね了承を得たのかなと思いましたので、この提案

につきまして、８月30日に利用者の会からは山口委員長と友田副委員長、それと大永

代表幹事、それと我々のほうは北川部長と森田課長、私、この５人で市長と副市長に

会いまして、この内容とそのとき出た意見なんかを説明させてもらって提出してきた

ということでございます。 

  市長からは、市民と行政、１年間一生懸命取り組んできたことに対して非常にご苦労
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さまでしたということで、何度もねぎらいの言葉をいただいております。 

  この提案の内容的にも、おおむね反対はなかったのかなと思っております。今、利用

者の会で各住民さんに対していろいろ説明をしていただいておりますので、その意見

も、また市長や副市長に報告していこうかなと考えております。それらの意見を受け

てから、市のほうでは考え方を整理していこうかなと思っておりますので、市の考え

方というのはもう少しお時間いただきたいなと思っております。 

  議題３につきましては以上でございます。 

○市 議題３に関しまして、何かございますでしょうか。 

  それでは、次第に沿いまして議題４ということで、今後のパイプライン施設に関する

提案の説明会の報告ということで、資料３、山口さんのほうから説明をお願いします。 

○利用者の会 利用者の会の山口です。 

  資料３をお手元に用意していただいて、この説明をいたします。 

  ９月から土日ですね、主に私と友田さんの２人で手分けをして、芦屋浜、南芦屋浜の

各自治会、管理組合のそれぞれの委員会に出させていただきまして、そこで約１時間

ほどの時間でそれぞれの理事の方、委員の方に説明をいたしております。現在の状況、

24日までは、25の組織、それから議員の方で15名、議員の方は今、議会がありますの

でなかなか調整が大変ですけども、３回説明会を開いて、この人数の方が来られてい

ます。基本的には、この提案書に関する反対意見というのは１つも出ておりません。

よく理解できたということでした。 

  それで、まだやってない地域がありますので、10月にもやろうということで、９月、

10月は議員の方及びそれぞれの理事会の理事の方と自治会の役員の方に説明すると。

そして、11月からは、今度は直接住民の方に集会所で説明をさせていただくと。これ

は今日程調整と、理事会と役員には配っている要約版みたいな、７ページぐらいのも

のがありますので、これを今、Ａ３の１枚両面にまとめて全戸配布を考えております。

全戸配布をした後にそれぞれの集会所で、今度は直接住民の方の意見をお聞きしたい

ということで動いております。 

  今まで出た意見というのをここにまとめました。全部ではありません。主な意見をこ

こにまとめております。これを一個一個、これからご説明します。 

  まず最初のページで１、各管理組合、自治会から質問なり意見が出たものを申し上げ

ます。 
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  １番目、パイプライン施設を維持管理する制度上の責任が芦屋市にはあるのではない

かということで、これは本来、私が説明するよりは市の方が説明されたほうがいいと

思うんですけど、私のほうで説明したのは、60年代にできたものに関しては全くパイ

プラインと同じ問題を抱えてて、当時はつくるのが精いっぱいなので、その後のメン

テ、更新をどうするかということは、内閣府の責任者の方も言っておられますけども、

残念ながら考えてなかったということで、今一生懸命、これからどうするのかという

ことを国挙げてやろうとされてます。 

  それから当然、パイプラインの焼却場の施設の方も、市の方も非常に少ない人数で、

恐らくそこまで手が回らなかったのではないかと思います。このパイプラインを維持

管理して、延々ずっと続くためまだ物凄いお金がかかりますので、今回の私たちの提

案の60年というのは適切かなと私は思います。 

  この間、３日か４日前にテレビでアメリカの事情がありまして、今は日本と全く一緒

です、アメリカは。橋、道路、トンネル、もう一つあるんです、アメリカでは、ダム

です。もう橋、落ちました。ダムがもう漏れ始めました。これは1930年代で、大恐慌

のときにつくったダムなんですよ。漏れ始めて、さあどうするかという議論があって、

今は日本以上にアメリカはせっぱ詰まってまして。 

  これは恐らく市の責任はそれなりにあるとは思いますけども、現実的にどうするのか

というほうが私は大切だと思っております。１番はこのように、私どもは答えました。 

  ２番目、パイプライン施設に関して、他国の状況はどうなってるのか、ちゃんと調べ

てるのかというお叱りを受けまして、そういうあんたが調べればと私は言ったんです

けども。スウェーデンに住んでおられたんですよ。だから、物すごい技術者で詳しい

方です。 

  それなんで、私はスウェーデン大使館にメールを出しました、その後。速水さんとい

う方から返事が来まして、速水さんが、ここに書いてある the Swedish Waste 

Management Associationというところに連絡をとってくれと言われましたので、私の

つたない英語でここにメールを出しまして。 

  私たちはスウェーデンから学んだんですと。1961年に病院で最初にされたのはスウェ

ーデンです、世界で最初に。それを私たちは勉強して、今はパイプラインを入れたん

ですけど、40年たって非常に更新とか補修で大変な目に遭っておりますので、スウェ

ーデンは一体どうされてるんですかと。廃止するんですか、続けてるのか、もし続け
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てあれば、どんな補修の仕方をどういうふうにされてるんですか、お金はどのぐらい

かかるんですかということを詳しく英語で書きまして、このアソシエーション組織に

出したとこです。 

  まだ返事は、残念ながら来てません。すぐには来ないと思います。まあ、そういうこ

とで。 

  ３番目、２番と同じ方がまたおっしゃったんですけども、利害関係者が複雑になって

るということをおっしゃったんですね。当然、高層もあり、中層もあり、タウンハウ

スもあり、一戸建てもある。しかも、賃貸があり、所有者があると。それからもう一

つは、その利害関係が上のほうの山の方もあるんじゃないかと。その辺の調整をどう

していくんですかというお話がありました。 

  今回は、私の返事では、各それぞれの組織、まず浜の組織に関しては９月からスター

トしてやりますと。住民の方には、11・12月、２カ月間かけて説明します。それから、

山の方に関しては直接のつながりがありませんので、自治会などを通してまずアンケ

ートをとって、それから上のほうにどんな問題があるかとか、そういう辺をひとつ考

えていきますと同時に、私たちはごみビジョンというものをひとつ考えていこうとい

うのがありまして、このごみビジョンは浜だけのメリットじゃなくて、芦屋市全体の

ことを考えることになってますので、その辺も含めて調整をしていこうというお話を

しました。 

  ４番目、週５回の妥当性はどこにあるのかということで、上は週２回じゃないかと。

下だけ週５回は、ちょっとそれはやり過ぎではないかとはおっしゃいませんでしたけ

ど、その妥当性は何かということをおっしゃる。 

  私たちは今、大体平均で１日２回ごみを収集してるんです、ブロワでばっと引っ張っ

て。ということは、それだけごみが多いということなんですよね。だから、それを週

２回にしたら、当然ごみはあふれてどうしようもない状態になりますので、このため

にある程度の回数は必要だと。しかしながら、全部の投入口が、じゃあ週５回かとい

うと、そうでもないところはあるだろうと。それは当然その段階で、今じゃなくてそ

の段階でごみ量とか貯留施設とか、その辺の大きさとかも考えながら再検討させてく

ださいというお話はしております。 

  次の５番目、パイプライン施設廃止後にごみ袋の有料化を考えているのでしょうかと

いうご質問がありました。 
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  これは、たしか私の記憶でもそういうことは考えてないと聞いてますので、考えてお

りませんと答えをしました。 

  ６番目は、２と３を質問した同じ方です。スウェーデンに戻すんです。技術者の方な

ので、上下水道はケーシング（ライニング）をしながら補修を行ってるが、どんな補

修をしてるんだとかでお叱りを、何で私が叱られないかんのやと思ったんですけども。 

  ことしの１月からライニングでテストをしておりました。上下水道は固形物が流れま

せんのでいいんでしょうけども、残念ながら私たちのこのパイプラインの施設は固形

物が流れて、ＦＲＰの消耗度が非常に激しい。しかも、金属片が刺さってひび割れも

発生してるので、なかなかうまくはいってないという状況は説明しました。しかもメ

ーカーが、このパイプラインの補修に関して補償をするとかそういうレベルではなか

なかなくて、仕方なくやってみようかみたいなレベルですというお話はしました。 

  ７番目、最終判断は市長ですかということで、審議会の答申を受けて市長が最終的に

判断されると思いますと。その判断材料にしてもらうために、この提案書をつくりま

したということを答えてます。 

  それから、管理組合・自治会内の皆さんにどう伝えたらいいのでしょうかということ

で、それぞれの管理組合の力量によるとは思うんですけども、もう既にきちっと説明

されてるところもございます。私のほうは、先ほど言いましたように、Ａ３両面で、

パイプライン通信１号というのを５月に配ってますので、その第２号として今それを

つくっております。それを7,500部刷って、全戸配布しながら住民説明会をしようと思

います。前回の住民説明会をして、なかなか集めるのが大変でした。ですから、今回

はちょっと工夫をしたいと思っております。 

  それから９番目、これは非常に積極的な意見でびっくりしたんですけど、利便性は利

用者にとって悪くなるが、投入口を減らしたらどうかと。減らすことによってお金が

浮くんじゃないかと、要らん投入口は削れという主張だったんですけど、いろんな意

見はあると思いますけども、逆に減らすとクレームは当然出てきますので、今後、代

替案を検討する中で、何カ所置くのかということを検討したらどうかということをお

話ししました。 

  代替案設置ではもめるのではないでしょうかという意見が10番です。時間はまだ15年

もあり、その移行期間として５年置いてますので、その中で検討していきますという

答えをしました。 
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  11番目、廃止する場合は全部一緒に一度にするんですかということで、一度にはしま

せんと。移行期間は５年ありますので、じっくり取り組みたいということでやってい

きますと。 

  それから、12番目、これから社会インフラのメンテにお金がかかるということを考え

ると、新たなシステムを入れることはないと思われるということで、お金のことを非

常に心配されて、私もそう思いますと。今後、大きな機械システムを導入することは、

人口減とメンテナンスを考えると非常に難しいということだと思いますということで

答えました。 

  パイプライン施設の問題は、まちづくりと並行して考えなければならないと。まさし

くそうです。私たちは、そのまちづくりも考えながら、まちづくりの中で住民がいか

に自分たちの意見をそれに入れていくのか。単なる今までの反対だけでは問題は解決

しない。市と一緒になって、一体化して提案をしていくと。私たちのこの地域は、中

層、高層、タウンハウス、戸建てと非常にいろんな形態があり、しかも民間、県、市

営、いろんな状態がありますので、その中でまちづくりをどうしていくのかというの

が、今後の問題としてやっと第一歩が踏めたなという感じがしております。 

  14番目、寿命があることを知っていて、私たちに売りつけたというのではということ

で、受け取り方によってはいろいろあるでしょう。だけど私は、市の方も一生懸命や

られたと。内閣府の方がお話ししたように、残念ながら、高度成長時代につくったも

のはそこまで考えてなかったということだと思います。私たちは、そういうことを言

うよりは、どうしたらこの問題を具体的に解決できるのかというふうに私たちのパワ

ーを割きたいと思って提案書をつくりましたという話をしています。 

  それから、中層とか高層は下までごみを持っていかなきゃいけないという話がありま

したので、これはそうです。市にはさわやか収集がありますけども、それ以外で何と

かサポートするものを、利用者の会そのもの、各自治会、管理組合でも考えていく必

要があると思います。 

  次のページは、議員の方の説明ですね。議員の方にお集まりいただきまして、私ども

で３回に分けてご説明をしました。さすが議員の方だなという質問も幾つかあります。 

  まず１番目、計画した予算。今回、こんだけ予算がかかりますよというのをいろいろ

試算してますけど、それをオーバーするときどうするんやというお話です。なぜかと

いえば、市議会の方々、市の議員の方は、予算を承認するという、自分たちにそうい
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う大きな責務があるので、予算オーバーしました、何とかしてくださいじゃあかんな

というお話をされましたので、その辺も含めて私たちは、それぞれ10年、15年、30年

として、私たちの民間の経験、知恵、それから市の経験も踏まえて今回そういう試算

を出しておりますというお話をしてます。絶対100％予算をオーバーするとは一言も、

私は答えておりません。可能性はゼロではない。 

  ２番目、パイプラインを使用してない市民の立場から考えると、集積施設を公費を使

って支出するのか、または週５回収集というのがいいのかということで、その辺はや

はり上の方の市民の方の理解も含めて、ソフトランディングしていくほうがいいので

はないかというご提案をいただきまして、ごもっともですと。だから、私たちもいろ

んな形でいかにソフトランディングするかということを考えていきましょうと。その

中で、芦屋市のごみビジョンとかその辺も含めて、いろんなことを今後ともしていき

ます。 

  この中で市議の方から、私たち、このパイプラインは下水道の問題、においの問題と

かあったのを引き受けたんだと、これについて。しかも、誰も自分の家の横にある焼

却場は望んでないのを、このパイプラインではきちっと私たちは引き受けたんだと、

こういうことも考えなきゃいけないよということで、よきアドバイスをいただきまし

た。 

  ３番目、これから、さっきもお話ししとった道路、橋、下水道、公共施設が膨大な費

用がかかるということで、市の中で財政上、毎年20億円ほどかかるということで、こ

の問題はパイプラインだけではないことをご理解くださいということで、私たちも、

芦屋市のこれからの10年後の財政状態というのがちゃんとホームページに載ってます

ので、その条件を全部調べました。ほかの隣の市とか、あと神戸市の状況も調べなが

ら、それを踏まえていかにパイプラインでコスト削減できるのかということを考えて、

今回提案したところです。 

  ４番目、パイプラインを20年で廃止するということに対する住民の方の温度差はどう

なるんでしょうかということで、当然あると思います。そこで、私たちのほうで今説

明会を一生懸命開いて、25以上の団体へ、きょう現在は説明してます。その中で、反

対意見は１つもありません。パイプラインを使用してない方の合意形成をどうするの

か、諸外国の情報をどうやって収集するのか、その辺は全て記録に残したい。 

  何でかというと、代替案が出てくるのは早くても15年先になります。15年先というこ
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とは、私が元気でいられるとは思いませんし、皆さんこの中に出ておられる方も元気

でぴんぴんの方はおられないかもしれません。その当時になって、いや、そんなこと

は話してませんとか逃れられないように、議事録もちゃんと残し、データも全部残し

ていこうということをしようと思っております。 

  それから、５番目、老齢化でごみを捨てることが厳しい方への対応をどうしていくの

か。当然、ごもっともなご指摘ですということで、この協議会でもその辺の検討を、

恐らくワーキンググループになると思うんですけども、きちっとしなきゃならないと

同時に、管理組合、自治会もすべきことがある。 

  私たちのアステムＡ・Ｂ棟は、65歳以上になったら、元気なやつはお助け会に入らな

いかんのですよ。私はずっと拒否をしてたんですけど、65を過ぎてしようがない。お

助け会というのは、いろんなお助けをおじいちゃん、おばあちゃんのためにするんで

す。ごみは玄関に置いてください。私たちがそれを１階まで運びますという活動をし

てるわけです。 

  それから、車椅子も買いました。車椅子を、今、共用階に置いてます。そしたら消防

署からお叱りを受けまして、それはいいけども、それを上から捨てるやつがいると。

ですから捨てられんような工夫をせえということでお叱りを受けましたので、今は鍵

をつけております。鍵はそれぞれのお助け会のメンバーが持って、電話がかかったら

その車椅子をさっさと持っていくように、そういういろんな工夫をそれぞれの自治会、

管理組合はしたらどうかと思います。 

  ６番目、パイプライン利用者にとって、20年よりも長く望んでおられるのではという

ことで、現実の問題で、パイプラインを交換するだけで100億円かかりますので、そう

いう状況、建てかえの時期、パイプラインの劣化、そういうものを考えてＣ案をつく

りましたというお話をしました。 

  それから、ごみ減量審議会も含め、芦屋浜全体のまちづくりの中で、建てかえ問題と

か人口減とかパイプライン問題を考えなきゃならないのではないでしょうかと。まさ

しくそのとおりです。ですから、具体的な活動、人づくり、組織づくりがいうんじゃ

なくて、もうそろそろどなたかがリーダーシップをとってやっていくと。私たちの活

動はその第一歩ですよということをお話ししました。 

  ８番目、これはある議員さん、パイプラインに昔から真剣に取り組んでおられる方が

おられます。その方の意見です。僕は感動しました、これをおっしゃったんで。ああ、
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この方は私たちの活動の本質をきちっと把握してはる。そういう方がこの提案書を見

ただけでわかられるのはすごいなと私は思って、きょうこれを読ませていただきます。

その方は、ちょっと長かったんですけど、短く。 

  「パイプライン施設はプラントですから、いつまでももつとは考えていません。芦屋

浜に住んでる住民が、与えられた施設、パイプラインを率先して、自分たちが住むま

ちとして、足元の課題解決としての取り組み、その解決のために提案をされたことに

敬意を表します。山側と海側の比較をする時代ではなく、利用者が与えられたものに

限界がある中で、更新をするのか、違うものにステップを踏んでいくという中で、自

分たちが住むまちづくりとして、足元の課題として提起をして取り組まれることはす

ばらしいと考えております。 

  住民の側からコミュニティーも含んで、こういうまちづくりが行政を取り込むきっか

けとなればと考えます。これからの時代に合ったごみ収集、環境衛生をベースにした

まちづくりの入り口に入ったかもしれません。それを有効に使うのが行政であったと

しても、一方主体である住民がまちづくりをしていくというスタート台に立っており、

これからの展開をしていくことだと思いますということで、まさしく本当に私は感動

しました。」 

  以上です。何か皆さん方からご質問があれば。 

○利用者の会 春木です。よろしくお願いします。 

  本当に山口さんを初め、友田さん、大永さん、本当に大変だったと、これからも大変

ですけど、本当にご苦労さまですと感謝を申し上げたいと思います。 

  それと、ちょっと気になったんですが、先ほど藪田課長のほうから市のスケジュール

をおおよそのところ説明されたと思うんですが、芦屋市の方針が出るのが、年内に出

るのか、それとも来年明けてからになるのか、その辺のおおよそのところがわからな

いかないうのがちょっと気になりましてね。今後、こういうことでまだ住民説明会も

やられていって、住民の方の意見もいろいろ出てきてということになるんですが、そ

の辺のスケジュールはどうかないうのをちょっと気になりましてね。 

  こんなことを言うとあれなんかわからんけど、南芦屋浜のほうも平成26年度であった

か、小学校建設いうので、施設用地ですね、説明会をやって、即今度は議員の反対が

あって中止やというようなことも、実際に私らは経験してまして、その辺が非常に気

になったところです。極端に言うと、これまでどおり、市のトップの方針で変わらず
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に結果が出てくるというようなこともちょっと気になりますし。 

  それ、まだスケジュールがわからないかないうのが気になった、これの絡みでずっと

進んでいく中で、市の方針がどの辺で出るんかないうのがちょっと気になったところ

で、その辺がまだちょっと、今のところはまだ全く白紙いうことなんですかね。その

辺がちょっと気になったところです。 

○市 環境施設課の藪田です。 

  まず、この説明会ですね、非常に丁寧にやっていただいておりまして、利用者の会の

皆様には本当に感謝しております。聞いてますと、市に対する質問とかご意見なんか

も、我々のかわりになって答えていただいてるような形になっておりまして、本当に

ありがたいと思っております。ありがとうございます。これからもまだ続くというこ

とですので、本当によろしくお願いしたいと思います。 

○利用者の会 ぜひ続けてください。 

○市 それと、先ほどの春木委員のご質問ですけども、スケジュール的なお話しです。 

  本来であれば、そろそろ市の方針というのを出したいという計画をしておったんです

けども、今、説明していただいたとおり、非常に丁寧にやっていただいてる状況、11

月からは各集会所でまた住民説明会をしていただけるということですので、やはりこ

のことを非常に重く受けとめていますので、できれば、我々としたらちょっとこの状

況を待ちたいなと思っております。 

  以上です。 

○市 それでは、ほかに何かございますでしょうか。 

○利用者の会 できるだけ早いことその辺を十分、これを理解していただいて、その方向

になるようにぜひ頑張っていただいて。もしそれが、焼却炉の更新時期なんかも含め

て、10年後やとか、もうほかと一緒やいうふうな極端な例が出たら、非常にここでま

た戸惑うことになるん違うかなという、要らん心配をちょっとしてましてね。そやか

ら、その辺ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○市 ありがとうございます。 

  それでは、続きまして議題５、その他ということで長谷委員さんのほうからお願いし

ます。 

○利用者の会 少しお時間をいただきまして、議題５のその他というところで、１枚別紙

で添付されてると思います。潮見南自治会パイプライン対策委員会の方々からの説明
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をしたいということでしたので、本来は私が説明すべきなんですが、委員会のメンバ

ーが来てらっしゃるので、そちらの方で説明いただきたいと思うんですが、よろしい

でしょうか。 

  お願いします。 

○傍聴者 おはようございます。潮見南の野村でございます。きょうは発言の時間をいた

だきましてありがとうございます。 

  写真を出しながらやっていきましょうか。 

  たまたま、私は８月にヨーロッパへ家内と遊びに行ってまして、８月18日にバレンシ

アで偶然、旧市街のほうで地下のとこで地下にごみ箱がある、ピットのごみ箱を見た

んです。たまたまなんですが、たまたまうちの家内がそのピットのところで乗ってま

してね、たまたまその家内がいてまして、その家内がその地面の上に乗ったときに、

ぴゅっとこの地面が上がり出したんです。「え」となって、うちの家内はびっくりして、

で、ごみのパッカーのオペレーターいうんか運転手のおじさんが笑うて下げてくれて、

「え」と思って見ると、地面からずっとそのごみ箱が上がってきて、こういう、ちょ

っとこれとは違うんですけど、こういうごみ箱が出てきて、そのごみ箱を遠隔操作で

ぴゅっと上げて、上がってきたものを、そのごみ箱を出して、それをそのオペレータ

ーの人１人です。１人のその方がそのごみ箱を後ろのパッカーのとこへ積んで、持ち

上げて、自動的にそのごみ箱を出すと。 

  そのときにはそれほど私も気にしなくて、ああ、こんなんがあるんやというて見てる

だけで、実際、写真にも撮らなかったので、それだけのことやったんです。それが、

後になって帰ってから非常にこれはおもしろいなと気になりましてね。それで、これ、

芦屋にも使えるんじゃないかというので、ちょっとインターネットだとかで調べたり、

スペイン大使館にも今ちょっと問い合わせを出してる次第ですけども、なかなかおも

しろそうやなと思った情報なので、潮見南のメンバーと利用者の会の有志の方とにこ

の情報を流させていただきました。 

  自治会の会合が南のほうであったものですから、そのときにも紹介させていただきま

した。で、なかなかこれはおもしろいやなということの賛同をいただきましたので、

また、利用者の会の山口さんにもきょう紹介することを了解いただきましたので、紹

介させていただきたいと思います。 

  写真ではこういう形で地面がおりてたのが、ずっと上がってきてごみ箱が出てくる。
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ごみ箱が出てくると、この後の、私もその写真がないんで、なかったんですけど、た

またま浅田さんが日本にもあるよという、きょうもお越しいただいてるんですが、そ

れで写真をいただいて、ああ、このとおりやということでですね。 

  こんな形の、これ、日本にもこういうパッカー車があるようなんですけども、このご

み箱をこういう形でこう反転させて中へ入れるということであれば、これが採用でき

るん違うのということの１つの案として、取り上げていただきたいなと思いましてで

すね。今、潮見はこんな状態ですよと。私のバレンシアで見たごみ箱というのは、こ

んな感じのごみ箱なんですね。 

  それで、みんなで地下ピットの利点っちゅうのはどんなんがあるやろうということで、

ちょっとまとめさせていただきました。それが「地下ピットの利点」。 

  １番、景観が保てる。住みやすいまち、住んでみたい町にふさわしい。 

  ２番、現在のパイプラインのシステムと投入方法が同じで違和感がない。 

  ３番、現在、地下ピットの利用できる、今現在地下のピットがありますので、それに

関して、これは流用できるん違うかと。浅田さんに地下ピットの写真をいただいてる

んですが、これかな。これですね。 

  これはちょっと見にくいかもしれませんけども、これ、ちょうどこの幅が３メートル

ぐらいですかね。何ぼになってんのかな。どちらにしても、ちょっとこれ、僕、数字

が見えないんですけども、この深さに関しては、ここからここまで約２メートル50ぐ

らいです。ピットとして必要なのは、ここにパイプが通ってますから、この上になる

ここの部分でできるんやないかと。この幅も、この幅が、これは何ぼになる、1,400で

すか、1,400でこっち側が３メートルぐらいあるものですから、その中にピットがおさ

まるものはつくれるのではないか、そういうふうにちょっと考えております。 

  ４番としては、維持管理は住民の負担というのか、住民はほとんどこれをしなくても

いいと。普通、ごみの置き場があったりしたら掃除するとかそういうのが余り、軽減

されるのではないかと考えております。現在のパイプラインのシステムの維持管理費

よりも断然安くつくだろう。 

  ６番、現在のパイプラインシステムと同じ衛生面・カラス対策に有効である。 

  ７番、２名体制で対応できるのではないか。これは、オペレーターいうのかごみの収

集の方ですね。それで人件費の節減が可能じゃないかと。 

  それから８番、地下ピット内の、これ、今の写真で見ていただいて、これ、油圧で昇
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降するような形になってるんですが、これであれば簡単な昇降機なので、メンテナン

スに関してそれほど難しくないのではないか、必要としない。 

  ９番、収集員が直接ごみに触れないので、作業中の安全性が保てる。これ、ごみの箱

に入ったものをパッカー車に自動的にいくわけですから、ごみ収集のときのいろんな

収集員の方も安全性が保てるのではないかということですね。 

  それから10番、今後、パイプラインの非利用地域への拡大も考えられる。芦屋市の全

体のモデルになる。将来的には、他の地域への拡大の可能性もある。これは、浜だけ

でなくて、芦屋でも駅前とか市街地には、ごみ箱が見えないというので非常に有効だ

と思うんですね。 

  これはヨーロッパでも、調べてみると、そんなに古くからあった設備ではなくて、最

近できて、特に景観を重視するとこ、ヨーロッパで採用されてる、私、たまたまバレ

ンシアは歴史地区というのか古い町並みの中にあったんですけども、ほかにあるとこ

ろが、今調べてる限りではイタリアのフィレンツェですね。フィレンツェも、ちょう

ど花時計のある、プラッツァというのか広場がありまして、その広場の中にある。そ

れもやはり古い地域で景観を重視してるところで、何かイスタンブールにもあるよう

ですけど、それもやはり古い、旧市街地の中のやっぱり町並みを保ってるとこ。 

  だから、その意味では、今後これはほかにも提案を広げていくことができるのではな

いかと思って、皆さんに紹介させていただきたいと思ってきょうお話をさせていただ

きました。 

  それで、ちょっと待ってくださいね。これが動いてるところがあるものですから。 

  こんな形で昇降して、こう上がってくると。ごみ箱を出して、持ってくと。 

（映像上映） 

こんな感じのシステムで、これはなかなかおもしろいシステムやと思いますので、

今後グループＥで、代替案の１つとして皆さんでも検討いただけたらどうかと思って

提案させていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○市 ありがとうございました。 

  それでは、ちょっと、はい。 

○利用者の会 有志の会、長谷でございます。 

  少しだけ補足させていただきますと、今、紹介されたものについては、説明にもあり

ましたように、ヨーロッパでは非常にスタンダードに普及してるやつなんですよ。た
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だ、少し日本と考え方が違うのが、日本の場合はごみを直接そちらに収集係の人が収

集していくというシステムなんですね。ところが、感染であったり事故であったりと

か、パッカー車自身の火災であったり、いろんなものがあると。 

  それに対して、直接作業員が手を触れないという、そういう発想で普及していったそ

うです。特に石畳の文化の多い地域ですから、わざわざ石を割ってつくるということ

についてはすごい費用がかかるそうですけど、そういう意味では新しい発想として、

15年先どうなってるかわかりませんが、こういうこともいんじゃないかなと思います。 

  ちなみに、私も本会議で紹介させていただいたのは、この地域の話ではなくて、芦屋

は景観軸を基準にしていろんなことを計画されてますよね。ＪＲ南の再開発も含めて、

そういうところに、最も芦屋にふさわしいんじゃないかなと提案させてもらってるの

で、ぜひ全市的に普及していけばいいまちになるんじゃないかなと思います。ちょっ

と補足させていただきました。 

  以上です。 

○利用者の会 野村さん、どうもお疲れさまでした。 

  これは提案ですけども、当然、グループＥで検討していく課題だと思います。私の提

案は、まず市にこういうアイデアとかいろんな情報があるので、藪田さんのほうにま

ず全部出そうと。そこでずっと保管していただくと。いろんな人がそれをいつでも見

られる状態にしたらと思います。 

  なぜならばです。ここから問題です。まだ15年先の話なんですね。ですから、いろん

なものが出てくると思いますので、きょうあすこれをどうじゃこうじゃという話はな

いと私は思ってます。 

  もう一つは、さっき春木さんからご質問があったように、私は藪田課長、それから部

長を信頼しておりますけど、市長が私たちの提案を受けるという話はまだないわけで

す。受けるか決まってないのに、代替案のことを一生懸命考えたのを市長がのまなか

ったら、それで私たちの努力はある程度無駄になります。ですから、市長がこれでい

こうとおっしゃってから、安心してグループＥで検討するというのがより現実的かな

と私自身は思っております。 

  いろんなアイデアがあると思いますので、私もひとつトルコの方式を見つけてきまし

たので、皆さん方に、まだ時間があるので、５分ぐらいで終わりますので。考え方は

野村さんと一緒です。ヨーロッパはこんな感じですよと。ちょっとやり方が違います。
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ビデオで、すぐ終わります。 

  これはトルコの会社です。トルコの会社のそのシステムのブランド。風呂屋さんの社

長さんです。小さな、あんまり大きな会社じゃないです。風呂をつくってる。ここ、

ＦＲＰ。工事状態から全部見られますので、どんなふうに据えつけてるか。輸出して

るのが。日本にはまだ来てません。これ、イスタンブール。従来はこうですよと。こ

ういうふうになってます。分別で、これが本体です。 

  ちょっとわざとらしいですけどね。これが風呂屋さんのもうかるところ、ＦＲＰ。 

  じゃあ、どうやってごみを取り出すんやという、これから。 

（映像上映） 

ということで、世界にはいろんなものがあると思いますので、これはグループＥで、

まずそういう資料を集めてのとこからスタートして、市長が、これで、私たちの提案

でいいと、市のお金を使ってもいいということであれば、それからじっくり検討して

いこうということで、私は提案をしていきたいと思ってます。 

○市 ありがとうございました。 

  それでは、ちょっとご意見のほうを。 

○利用者の会 どうもご紹介ありがとうございました。山口さんも、非常に斬新なやつを

見せていただいて、こういうのもあるんやないう気がします。 

  ほんで、それと、先ほどの住民の説明会いうか、あの中で、山口さんも感動されたと

言われましたけど、この中の各市議よりの一番最後のところですね、私もちょっと感

動しました。一番最後のとこですね。 

  住民の側からコミュニティーも含んで、こういうまちづくりが行政を取り込むきっか

けになればと考えます。これからの時代に合ったごみ収集、環境衛生をベースにした

まちづくりの入り口に入ったかもしれません。それを有効に使うのが行政であったと

しても、一方主体である住民がまちづくりをしていくというスタート台に立っており、

これから展開していくことだと思います。 

  私もこれ、非常に賛成ですし、私もこういう意見であります。したがって、今回これ

がまた新たなスタートとして、ぜひとも活動を継続していただきたいなと思っており

ます。 

  ほんで、またこの代替案についても、今見せていただいたように、やっぱりこれも実

際に行政の担当、いうたら藪田課長、尾川さん、林さんですね。まだ猶予があると思
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いますので、ぜひとも今後とも、これの議論を継続していっていただきたいなと思い

ますし、また今後ひょっとしたら新たな部分を、住民の皆さんも海外へ行ったときに、

こんなんあるで、もっとええのがあるでというのも今後、まあ日本もそうですけど、

出てくる可能性も全くないいうことではないと思いますので、ぜひとも、山口委員長

も言われてますように、グループＥでこれがスタートとして、ぜひ芦屋市、日本一の

ごみステーションの開発で、ひょっとしたら人口対策の今後の一助にもなるかもわか

りませんし、こんな便利なまちがあるんやいうような、ぜひそういう気持ちでやって

いただきたいなと思っておりますので、今回スタートとしてスタートラインに立った

わけですから、ぜひお願いしたいなと思います。 

  それともう一つは、先ほど言いましたけど、市長の方針がどういう結果であれ、私と

したら続けてほしいなと思うてます。まだ数年ありますし、たとえ今回思わぬ結果で

あったとしても、いろんな状況変化はありますし、人口減ももう芦屋市も目に見えて

ますし、いろんな状況もありますので、結果がどうであれ、グループＥで浅田さん、

プロの方がおられますので、ぜひやっていただきたいなと思うてます。 

  それともう一つは、やっぱり現状把握ですね。私は前からちょっと思うてたんですが、

アドレス別の満杯運転、これをある期間やってほしいないうのがもう最初からずっと

思うとることなんですが、それはやっぱりアドレス別に、どんだけの容積が要るんや

いう、それの検討する参考資料になるとも思うとるんですよ。芦屋浜やったらコンマ

７立米ですね。南芦屋浜やったら1.5立米とかちょっと大きいんですけど、それがそれ

ぞれの地域で世帯も違いますし、どんだけごみが出てくるんやと、容積で。そしたら、

今後いろんなことを検討するにしても、現状把握の１つとして活用できるん違うかな

いう、これがありますので。 

  これは個人的な意見いうことで捉えていただけたらと思います。これからもぜひよろ

しくお願いしたいなと思います。 

○利用者の会 三宅です。 

  結局、皆さんのいろんな意見が出てくるとアイデアも出てくると思うんですよね。だ

から、これをその台にしていただいて、今回の議員さんとか市長さんとかいうのはそ

れぞれは任期がありますけど、我々、何といいますか、利用者の会というのは継続可

能ですし、それからそちらの担当の人たちも、それは部署がかわらなければこれはず

っと続けられるし、それから仮にその担当の人がかわったとしても、これは継続でき
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る話ですよね。市長なんかは、立候補して落選したらおしまいですし、「私、引退しま

す」言うたらおしまいです。 

  だから、そういうことではやっぱりこの芦屋の体制で、よその市から見て「ああ、芦

屋市は文化的にいいまちやな」と言われるようにするためには、市長がかわったらお

しまい、議員さんは全部考え方が変わってしまったということになってしまったら、

やっぱりこれは継続できないと思うんですね。そういう意味では、これを継続させて

いただくいうことは、市長がかわってもこれが続いていくんだというのが、やっぱり

市あるいは私たち皆そろって要求していくことが大事やと思います。そういう意味で

は、よろしくお願いします。 

○市 ありがとうございます。 

  皆さんの知恵をおかりすると、いろんな案が出てくると思います。ですので、これか

らもこの場で検討というのを続けていったらいいと思うんです。ですので、今１個出

てきたから、それについてああだこうだというよりも、もっとほかにもあるかもしれ

ないので、きょう来ていただいてる皆さんからも、もし何かもっとほかにもこんなん

があるよとかありましたら、またどんどんと教えていただきたいなと思います。 

  それらのいろんな方法を見ながら、考えながら、より合理的なというんですかね、そ

の利便性とか景観の面、当然費用の面とか合理的なやつを探していけたらなとは思っ

ておりますので、またぜひ皆様のご協力もお願いしたいと思います。ありがとうござ

います。 

○市 それでは、もうございませんでしょうか。 

  それでは、今度は議題の６ですね。今後の協議会のスケジュールということで、次回

なんですけども、10月28日土曜日、同じ時間、10時からということで考えております。

よろしいでしょうか。 

（日程調整） 

○市 はい。これで第13回ゴミパイプライン協議会を終わらせていただきます。どうもあ

りがとうございました。 

 

 


